
別巻 母と子の実践教室  子どもはみな神童  Ⅴ 第一線教師の疑問に答えて―石井先生との 20 問 20 答 

〔問 1〕 暗誦をさせるさい、抑揚のつけ方は、どのように指導していっ

たら良いのでしょうか。 

 

〔答〕 抑揚は統一して、できるだけ良い抑揚のものを子供に聞かせ

てまねをさせるとよろしい。子供というものはそのままそっくりまねをす

るのが上手ですね。だから東北に生まれた人は東北弁が身につくし、

関西に生まれた人には関西弁が身につくのです。とにかく子供という

のはその通りに真似られるのです。これは子供の特徴で、大人には

できないことです。とかく子供は無力だと考えがちですが、子供と大

人では能力がいろいろな面で極端に違うのです。ですから子供にと

っては、A先生とB先生の抑揚が違うというのはとてもこまることで、ア

クセントについても同じことが言えますが、先生によって違うということ

では本当の意味での言葉の指導にはなりません。だから先生という

のは標準語をしっかり身につけなければいけないと言われるのです。

子供はその違いについてはとても敏感で、一定のリズム、アクセント、

抑揚で話をされないと迷いが生じて言葉の習得が非常に困難になり

ます。ですから、先生自身の勉強が必要です。私の園（東京・青桐幼

稚園）ではビデオを利用しまして、私が標準と思われる読み方で暗誦

するのを録画しておき、それを必要な時に放映しています。どこの園

でも、ビデオやテープレコーダーを利用した一定の暗誦教材を作っ

ておくと良いと思います。 

 

〔問2〕 絵本にあまり関心を示さない子供がいるのですが、そのような

子供にはどのように指導していったら良いのでしょうか。 

 

〔答〕 どうして関心を示さないのか、原因を探らなければなりません

が、他の子供に比べて文字に対する関心が弱かったり、まだ絵本を

読む段階以前の子供もいたりします。つまり、文字や絵本に関する能

力が低いわけですが、そのような子供には、他の子供のまだ知らな

いような漢字を、その子にだけそっと教えておいて、フラッシュカード

を見せる時に、その子にその漢字を読ませますと、自信がついて漢

字に対する関心が強くなることがあります。関心は、出来る子供ほど

強く、能力の低い子供ほど物事に関心を示しません。出来ないから

関心をもたない。関心をもたないから増々出来なくなる、という悪循環

に陥ってしまっているのです。そういう子供には特別な手当を講じな

ければなりませんが、「自分にも読めるんだ」「他の子が読めない字で

も読めるんだ」というような自信や喜びをもたせてやると、子供の心構

えが変わって関心をもつようになってきます。絵本でも、教室で一斉

に指導する前に、父兄や先生が個別にそっと教えておいた上で指導

に入ると、他の子がまだ読めないでいるのにその子だけが読めるとい

うことになって、非常に自信がつき、絵本に強い関心を示すようになり

ます。これはあくまでも手段としてお考え下さい。出来るということが一

番の関心の強くなる理由ですから、出来る子はいつでも一所懸命や

りますし、出来ることが楽しくて絵本を読むのが待ちどおしいほどで

すが、出来ない子にとっては、それをすることが、いやでいやでたま

らないものなのです。 


